
１　重要な会計方針

（１）有価証券の評価方法

　　満期保有目的の債券は、取得原価法によっている。

　　基本財産及びその他の有価証券は決算日の市場価格等に基づく時価法を採用している。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　棚卸資産の評価は、総平均法による原価基準により行っている。

（３）固定資産の減価償却

　満のものは即時償却している。

（４）引当金の計上基準

　　　　退職給与引当金・・・期末の給与月額の総額に相当する額を計上している。　　退職給付引当金は、期末退職給料の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

（５）消費税等の会計処理

税込み方式で行っている。

２　基本財産、県民文化振興基金及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産、県民文化振興基金及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

756,160 756,160 0

499,243,840 756,160 500,000,000

500,000,000 756,160 756,160 500,000,000

県民文化振興基金

10,447,667 10,447,667

10,447,667 0 0 10,447,667

特定資産

134,630,733 4,829,071 129,801,662

5,841,445 56 1,011,750 4,829,751

114,580,234 11,971,182 123,239 126,428,177

29,655,000 22,000,000 29,655,000 22,000,000

4,128,000 0 4,128,000 0

15,840,000 1,100,000 12,870,000 4,070,000

10,000,000 5,000,000 2,000,000 13,000,000

5,000,000 5,000,000

1 1

314,675,413 45,071,238 54,617,060 305,129,591

825,123,080 45,827,398 55,373,220 815,577,258

退職給付引当預金

美術館特定費用準備資金

文学館特定費用準備資金

指定寄付金（坂本龍馬記念館）

科　　　　目

小　　計

基本財産預金

投資有価証券

合　　計

小　　計

小　　計

県民文化振興基金預金

歴史民俗資料館特定費用準備資金

事業安定特定預金

指定寄付金（文学館）

建物附属設備

財務諸表に対する注記

　　減価償却の方法は、建物、構築物、建物附属設備及び無形固定資産については定額法（旧定額法含む）に

　より、その他の有形固定資産（美術品等資産は除く）については定率法（旧定率法含む）により行っている。

　有形固定資産にあっては間接法により、無形固定資産にあっては直接法により減額している。但し、事業の

　用に供している取得価額が10万円以上20万円未満の資産については３年間で均等償却、20万円以上30万円未

従業員福利厚生特定預金



３　基本財産、県民文化振興基金及び特定資産の財源等の内訳

基本財産、県民文化振興基金及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

当期末残高
（うち指定正味
財産からの充当
額）

（うち一般正味
財産からの充当
額）

（うち負債に対
応する額）

基本財産

500,000,000 (0) (500,000,000) (0)

500,000,000 (0) (500,000,000) (0)

県民文化振興基金

10,447,667 (0) (10,447,667) (0)

10,447,667 (0) (10,447,667) (0)

特定資産

129,801,662 (0) (129,801,662) (0)

4,829,751 (0) (4,829,751) (0)

126,428,177 (0) (0) (126,428,177)

22,000,000 (0) (22,000,000) (0)

0 (0) (0) (0)

4,070,000 (0) (4,070,000) (0)

13,000,000 (13,000,000) (0) (0)

5,000,000 (5,000,000) (0) (0)

1 (0) (1) (0)

305,129,591 (18,000,000) (160,701,414) (126,428,177)

815,577,258 (18,000,000) (671,149,081) (126,428,177)

４　満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

(単位：円)

帳簿価額 時価 評価損益

40,000,000 39,792,000 △ 208,000

50,000,000 49,915,000 △ 85,000

10,000,000 10,008,080 8,080

100,000,000 99,715,080 △ 284,920

５　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位：円)

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上の

記載区分

助成金 0 6,848,000 6,848,000 0

国宝重要文化財等保存・
活用事業費補助金

文化庁 0 1,800,000 1,800,000 0

地域の文化・芸術活動に
かかる助成金

（一財）地域創造 0 4,448,000 4,448,000 0

芸術文化振興基金助成金
（独）日本芸術文
化振興会

0 600,000 600,000 0

寄附金 10,000,000 10,000,000 2,000,000 18,000,000

寄附金 日本ビール（株） 10,000,000 5,000,000 2,000,000 13,000,000 指定正味財産

寄附金 田宮虎彦ご遺族 0 5,000,000 0 5,000,000 指定正味財産

10,000,000 16,848,000 8,848,000 18,000,000

合　　計

合　　計

歴史民俗資料館特定費用準備資金

文学館特定費用準備資金

指定寄付金（坂本龍馬記念館）

指定寄付金（文学館）

建物附属設備

小　　計

県民文化振興基金預金

小　　計

事業安定特定預金

従業員福利厚生特定預金

退職給付引当預金

美術館特定費用準備資金

投資有価証券

小　　計

合　　計

科　　　　目

種類及び銘柄

高知県公募公債（グリーンボンド）５年

静岡県公募公債（グリーンボンド）５年

科　　　　目

高知県公募公債（グリーンボンド）５年



６　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

金額

2,000,000

2,000,000

内容

経常収益への振替額

　受取寄付金計上による振替額

合　　計



１　基本財産及び特定資産
基本財産については、財務諸表の注記に記載しているので省略する。

２　引当金の明細
(単位：円)

当期減少額
目的使用

退職給付引当金 114,580,234 11,971,182 123,239 126,428,177

附属明細書

科　　　目 期首残高 当期増加額 期末残高


